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ⅣⅣⅣⅣ 救 助救 助救 助救 助 のののの 概 要概 要概 要概 要１１１１ 救助体制救助体制救助体制救助体制(1)救助体制県内の救助体制は、平成24年4月1日現在、消防法第36条の２の規定ならびに「救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令」に定める基準に従い、救助活動に関する高度な専門教育を受けた隊員、救助活動に必要な資機材及びこれらの資機材を搭載した救助工作車等によって構成される救助隊を設置している消防本部は13消防本部、38市町村で、全市町村の97.4％に当たり、人口比では99.96％に当たる地域をカバーするに至っている。 （資料第34表参照）救 助 隊救 助 隊救 助 隊救 助 隊 のののの 状 況状 況状 況状 況 平成24年4月1日現在救 助 隊 設 置 救 助 隊 設 置 人 口 左 の 比 率消 防 本 部 数 市 町 村 数１３ ３８ 1,390,536 ９９．９６(2)救助隊数及び救助隊員数救助隊は13消防本部に20隊設置されており、救助隊員は324人となっている。（資料第34表参照）救 助 隊 数 及救 助 隊 数 及救 助 隊 数 及救 助 隊 数 及 びびびび 救 助 隊 員 数救 助 隊 員 数救 助 隊 員 数救 助 隊 員 数 平成24年4月1日現在救 助 隊 数 救 助 隊 員 数区 分 専 任 兼 任 計 専 任 兼 任 計救 助 隊 ７ １３ ２０ ８９ ２３５ ３２４（省令第３条を満たす救助隊）うち特別救助隊 ５ １ ６ ６７ １３ ８０(省令第４条を満たす救助隊)
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(3)救助隊が乗車する車両及び主な保有資機材救助隊が乗車する車両としては、複雑多様化する各種災害、事故に迅速に対処することのできる資機材を搭載した救助工作車の整備が図られている。また、救助隊の保有する資機材についても、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令に定める基準に従い、専門化した機械器具の整備が図られている。（資料第34表、第37表参照）救助活動救助活動救助活動救助活動にににに使用使用使用使用するするするする車両車両車両車両のののの保有状況保有状況保有状況保有状況 平成24年4月1日現在使用 救 助 屈 折 水 槽 付はしご車 ポンプ車 化学車 その他 計車両 工作車 はしご車 ポンプ車車両 １９ ５ ０ １ ３ １ ４ ３３台数
救助活動救助活動救助活動救助活動のためののためののためののための主主主主なななな機械器具等機械器具等機械器具等機械器具等のののの保有状況保有状況保有状況保有状況 平成24年 4月 1日現在三 連 救 命 索 油圧スプ 油 圧 可 搬 エンジン チェーン ガ ス 可 燃 性 空 気救助隊が装備 ガ スは し ご 発 射 銃 レッサー 切 断 機 ウィンチ カッター ソ ー 溶 断 機 測 定 器 呼 吸 器するもの ６７ ２９ ２６ ２５ ４７ ６２ ７２ １９ ６７ ４３０油 圧 大型油圧 大型油圧 有毒ガス 酸素濃度 放 射 線 酸 素特別救助隊が 削 岩 機 空 気 鋸 送排風機ジャッキ ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ 切 断 機 測 定 器 測 定 器 測 定 器 呼 吸 器装備するもの ３４ １９ １８ １７ ２７ ６１ ６０ ３７ ２７ ７９
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２２２２ 救助活動救助活動救助活動救助活動のののの実施状況実施状況実施状況実施状況(1)救助活動の状況平成23年中における県内の救助活動の状況は、出動件数768件、活動件数480件、救助人員551人で、前年に比べ、出動件数で40件（▲5.0%）、活動件数で7件（▲1.4%）減少し、救助人員で54人（10.9%）増加した。 （資料第35表、第36表参照）救 助 出 動 件 数救 助 出 動 件 数救 助 出 動 件 数救 助 出 動 件 数 、、、、 活 動 件 数 及活 動 件 数 及活 動 件 数 及活 動 件 数 及 びびびび 救 助 人 員救 助 人 員救 助 人 員救 助 人 員救助出動件数 対 前 年 救助活動件数 対 前 年 救 助 人 員 対 前 年増 加 率 増 加 率 増 加 率７６８ ▲５．０ ４８０ ▲１．４ ５５１ １０．９
(2)事故種別救助活動の状況平成23年中の事故種別の救助活動の状況は、出動件数では交通事故が38.2％と最も多く、続いて建物等、水難事故の順となっており、また活動件数でも交通事故が33.5％と最も多く、続いて建物等、水難事故の順となっている。救助人員については、交通事故が36.8％と最も多く、救助活動１件当たり1.3人を救助しており、続いて建物等による事故の順となっている。 （資料第35表、第36表参照）事 故 種 別 救 助 活 動事 故 種 別 救 助 活 動事 故 種 別 救 助 活 動事 故 種 別 救 助 活 動機械によ 建物等に ガス及び火 災 交通事故 水難事故 自然災害 破裂事故 そ の 他 合 計る 事 故 よる事故 酸欠事故救 助 出 動 件 数 ３５ ２９３ ４７ ６ １８ ８２ ７ ２ ２７８ ７６８（件） (4.6) (38.2) (6.1) （0.8） (2.3) (10.7) (0.9) (0.3) (36.2) (100.0)救 助 活 動 件 数 ３５ １６１ ２９ ２ １０ ５６ ６ ２ １７９ ４８０（件） (7.3) (33.5) (6.0) （0.4） (2.1) (11.7) (1.3) (0.4) (37.3) (100.0)救 助 人 員 ９ ２０３ ２８ １０ １1 ５３ ２ ２ ２３３ ５５１（人） (1.6) (36.8) (5.1) （1.8） (2.0) (9.6) (0.4) (0.4) (42.3) (100.0)救助活動１件当たりの救助人員 ０．３ １．３ １．０ ５．０ １．１ ０．９ ０．３ １．０ １．３ １．１


